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  令和７年度 自己評価及び学校関係者評価書 

                            令和８年 ２月２７日 

                             江別市立野幌中学校 

 

 １ 本年度の重点目標 

夢を持ち、トライ＆エラーし続ける生徒の育成 

～「自己決定」「自己表現」「振り返り」を重視した教育活動を通して～ 

 

 ２ 自己評価結果に対する学校関係者評価 

分 

野 
評価項目 

自己評価 学校関係者評価 

達成
状況 改善の方策 

自己評価

の適切さ 

改善策の

適切さ 

 
経 
営 
方 
針
の
重
点 
 

 学校の実態を踏まえ、教

職員一人一人を活かした

効率的な組織運営と協働

体制が図られている。 

 

 

 

Ａ 

◯学校教育アンケート（生徒・保護者・教職

員）、人事評価シート、学習（生徒・教職員）

アンケート、学校評価、いじめアンケート等

の結果を踏まえた改善による学校運営をよ

り一層推進する。 

◯学年や分掌など、組織体制の充実を図り、

各種アンケートや調査結果を分析し、生徒の

実態に応じて真摯に対応し改善を図る。 

◯定例の校内運営委員会以外にも随時分掌

間の連携を図り、意思疎通を図る。 

◯グランドデザインの作成について、自分事

の意識を高め、全職員の参画を促し、協働体

制の構築を図る。 

○個業中心の業務から、組織で対応する体制

を構築する。 

 

 

 

Ａ 

 

 

 

Ａ 

 校内外の研修を通して、

一人一人の教職公務員と

しての資質向上（指導力の

向上）が図られている。 

 

 

 

Ａ 

◯研究部を中心とした、一人１実践の研究授

業に継続して取り組み、授業の相互参観な

ど、組織的な研究体制を構築する。 

◯ＱＵの結果の見取りについて職員研修会

を実施し、素早く対応することを心がける。 

◯不登校生徒や配慮が必要な生徒等の今日

的な課題を理解するための職員研修会を実

施する。 

◯各種調査分析結果を授業改革に生かし、生

徒の資質・能力の向上を目指す。 

◯学習評価の在り方についての研修。 

 

 

Ａ 

 

 

Ａ 

 積極的な情報発信を通

して、保護者、地域との信

頼関係の構築が図られて

いる。 

 

Ａ 

◯ＨＰ、メール配信、学校便り、学年便り、

学級便り等を通じた積極的な情報発信に努

める。 

◯ＰＴＡの地域交流会を小中一貫教育の一

端を担う事業に置き、地域、保護者、学校運

営委員等と意見交流を行う。 

◯制服リユース販売について継続した事業

になるよう、積極的に地域に情報発信し、提

供をしてもらう。 

 

 

Ａ 

 

 

Ａ 



教 

育 

課

程 

・ 

学

習

指

導 

 学校の実情を踏まえ、創

意ある教育課程が編成さ

れ、授業時数の確保が適切

になされている。 

 

Ａ 

◯各学年ともに余時数の確保に努める。 

◯教育活動全般において検証改善ｻｲｸﾙを機

能させ、カリキュラムマネジメントを行う。 

○外部講師等を招き、心を豊かにする教育活

動を積極的に取り入れる。 

 

Ａ 

 

Ａ 

対話やＩＣＴ（情報通信

技術）の活用など、わかる

授業を目指した指導方法

の工夫が図られている。 

 

 

Ｂ 

◯日常的に対話を取り入れた授業改革が行

われており、継続して取り組みを推進する。 

◯ＩＣＴ機器を効果的に活用し、個別最適な

学びの実現に向けた研修会を実施する。 

◯本校の研究仮説とタイアップさせ、わかる

授業を目指し、他教科の授業においても積極

的に交流を促す。 

 

Ｂ 

 

Ａ 

各学年で、家庭学習の習

慣化を目指すなど、学力の

向上が図られている。 

 

 

Ｂ 

◯家庭学習の習慣作りに向け授業展開の工

夫、計画表の作成、保護者への啓発を継続し

て行う。 

○家庭学習の習慣化に向け、放課後学習会へ

の参加を促し、学習習慣を身につけさせる。 

 

Ｂ 

 

Ａ 

 

生

徒

指

導 

服装、頭髪、時間を守る

などの基本的な生活習慣

の定着が図られている。 

 

 

Ａ 

◯ノーチャイムの実施により、生徒自身が時

間の見通しを持ち、主体的に行動するよう、

支援を行う。 

◯学校スローガン「野中プライド」を意識し、

さらに「トライ＆エラー」を生活の中で意識

させ、野幌中の伝統へと繋ぐ。 

 

Ａ 

 

Ａ 

 思いやりの心、好ましい

人間関係を構築するため、

元気に声を出して挨拶を

教師と生徒間で励行して

いる。 

 

相手の立場を尊重し、い

じめはどんなことがあっ

ても許されないと考える

生徒への指導が適切に行

われている。 

 

 

 

 

Ｂ 

◯生徒の実態に合わせ、道徳教育を推進し、

タイムリーな道徳教材によって生徒の心を

養う。 

◯毎朝の教職員による挨拶運動を継続し、好

ましい人間関係の構築を図る。 

◯相談活動の充実に向け、教育相談週間等を

設定した実践を推進する。 

◯日常的に生徒について寄り添い、生徒理解

に向けたコミュニケーションの充実を図る。 

◯いじめの防止・早期発見のため、定期的に

「いじめ防止対策委員会」を開催し、速やか

な確認・報告・指導の徹底を組織として真摯

に対応する。 

◯いじめはどんなことがあっても許されな

いと思う生徒の割合 100％を目指す。 

 

 

 

Ｂ 

 

 

 

Ａ 

 

小

中

一

貫

教

育 

小中一貫教育に向け、校

区内での小中合同 CS 会議

や、ＰＴＡ地域交流会の開

催、部活動の地域イベント

参加など、地域との交流を

図っている。 

 

Ａ 

◯次年度も合同 CS 会議を実施し、野幌中学

校区の交流を図る。 

〇持続可能な地域交流会を実施する。 

◯持続可能な制服リユース販売に向け、整備

を行う。 

◯吹奏楽部による地域への演奏や、校区内の

小学校での演奏を継続する。 

 

Ａ 

 

Ａ 

校区内の小学校と密に

連絡を取り、義務教育９年

間の連続した教育課程と

捉え、教育活動の改善と推

進を行っている。 

 

Ａ 

◯中学校での合唱交流会への小学校の参加

を継続して実施する。 

◯入学説明会時の中学校体験授業に参加す

ることで、スムーズに入学することを期待

し、継続させる。 

◯若葉・東野幌・野幌の３小と野幌中による

児童生徒（不登校・支援が必要・ﾈｯﾄﾄﾗﾌﾞﾙ

など）の引継ぎや交流会を確実に実施する。 

 

Ａ 

 

Ａ 

【評価項目の設定、達成状況及び改善の方策に関する学校関係者評価委員の意見】 
◎先生方には分野別の目標、評価項目に沿った改善を生徒に寄り添って推進いただき、深く感謝申し上げます。特に ICT の発展
とともに AI にまで着目され、一方でいじめの積極的な認知等、生徒のみならず先生の能力の底上げにトライ＆エラーいただいて
いることを評価するなど恐れ多い気持ちです。今後とも地域の一員として生徒や先生方の学校運営の一助となるように応援させ
ていただきたいと存じます。 
◎自己評価の適切さの現状をきちんと踏まえて学校も評価していると思います。達成状況がＢの箇所も改善の方策として適切だ
と思います。家庭学習の習慣化は保護者の協力や本人の学習習慣にも関わってくるのでそれが一番難しいと思います。先生の研
究授業も行われていたり、いろいろ情報発信をしていただくのはとても良いことだと思います。大学の先生からは野幌中の「野中
プライド」と「ノーチャイム」、とても褒められています。 
◎学習指導の達成状況はＡで良いかと思います。生徒指導も同様にＡで良いかと考えます（あえて厳しく評価されていると判断し
ますが）。 

 

【評点】Ａ：よい  Ｂ：おおむねよい  Ｃ：ややよくない  Ｄ：よくない 
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